
令和６年度　かほく市立外日角小学校　学校評価計画
重点目標 取組内容 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考

１
　
確
か
な
学
力
の
育
成

①
学習規律，基礎基本
の定着・習熟を図る

学習
指導部

教師や他の児童の話を最後ま
で聞こうとする姿勢の弱い児
童が見られる。

【努力指標】
話す人の方を見て最後ま
で話を聞いている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員・児
童対象に調
査

②
授業力・指導力の向
上★

学習
指導部

子供主体，そして，本校の重
点「子供が選択し，自己決定
する場の設定」をめざした授
業への取組がスタートしたば
かりで，模索しながら進んで
いる。

【成果指標】
授業の中で自己決定する
場を設けている。

一日の授業で，
Ａ：週３回以上できている
Ｂ：週２回以上できている
Ｃ：週1回以上できている
Ｄ：ほとんどできていない

A＋Bが80%未満の
場合，学年研やブ
ロック研で取組を
検討する。

７月，12月
に教員・児
童対象に調
査

２
　
豊
か
な
心
の
育
成

①
気持ちのよい挨拶，
時と場に応じた言葉
遣いができる

生徒
指導部

玄関での朝のあいさつは少し
ずつ元気になっているが，安
全ボランティアや来校者への
あいさつを進んでできる児童
が少ない。

【努力指標】
自分から進んでいいあい
さつをしている。

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員・児
童対象に調
査

④
学校で読書する習慣
を身に付ける

学習
指導部

低学年は，図書館に楽しんで
通う姿が見られるが，高学年
になると進んで読書をする児
童が少なくなる傾向がある。

【成果指標】
週に１回図書館を利用す
る児童が80%以上であ
る。

Ａ：８０％以上の児童があてはまる
Ｂ：７０％以上の児童があてはまる
Ｃ：６０％以上の児童があてはまる
Ｄ：５０％以上の児童があてはまる

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員・児
童対象に調
査

③
学習場面に応じた１
人１台端末の有効的
な活用に努める

学習
指導部

授業のねらいを達成するため
の，ICT端末・機器の積極的
な活用はできてきたので，効
果的な活用を推し進めてい
く。

【努力指標】
クロームブックを使った
効果的な活用を行ってい
る。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

「自分から進んでいいあいさつをしてい
ますか」に対して，ＡもしくはＢと答え
た児童・保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８０％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に児童・保
護者対象に
調査

②

発達支持的生徒指導
を推進し，自己肯定
感，自己有用感を高
める★

生徒
指導部

自己肯定感が低く，自分には
よいところがあると感じてい
ない児童が多い。

【満足度指標】
児童が自分にはよいとこ
ろがあると感じている。

「自分にはよいところがあると思います
か」に対して，ＡもしくはＢと答えた児
童・保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８５％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に児童・保
護者対象に
調査

③
児童にとって「安
心」「安全」な居場
所づくり★

生徒
指導部

学校が楽しくない（C,D）と
感じている児童が約14.2%い
る。

【満足度指標】
児童が学校が楽しいと感
じている。

「学校は楽しいですか（楽しいと言って
いる）」に対して，ＡもしくはＢと答え
た児童・保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８５％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

Ｂ以下の場合，取
組の検討・改善を
する。

７月，12月
に児童・保
護者対象に
調査



判定基準 備考

２
　
豊
か
な
心
の
育
成

④
「考え，議論する道
徳」を意識した授業
改善の工夫

学習
指導部

学校行事や体験活動等との関連を
図ったり，道徳の教科書をもとに，
いしかわ版道徳教材やＧＴを活用し
たりして，個々の児童が，思いやり
の心を持ったり，夢や目標を持った
りするように，共通実践を蓄積する
必要がある。また，規範意識の向上
も必要である。

【成果指標】
道徳授業の工夫をする。
　ア　導入の工夫
  イ　道徳の教科書，
      いしかわ道徳教材やＧＴの活
用
　ウ　中心発問の吟味
　エ　道徳掲示の蓄積
　オ　体験活動との連動

道徳の授業で
Ａ：３項目以上に取り組んだ
Ｂ：２項目以上に取り組んだ
Ｃ：１項目以上に取り組んだ
Ｄ：取り組めなかった

A＋Bが70%未満の
場合，授業のあり
方について検討・
改善をする。

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準

７月１２月
に教員対象
に調査

⑤
いじめ・不登校の未
然防止・早期発見・
早期対応★

生徒
指導部

「いじめは絶対にいけない」
と思っていない児童が一定数
いる。

【成果指標】
児童が「いじめはどんな
理由があってもいけな
い」と感じている。

「いじめはどんな理由があってもいけな
いことだと思いますか」に対して，Aと答
えた児童が
Ａ：９５％以上いる
Ｂ：９０％以上いる
Ｃ：８５％以上いる
Ｄ：８５％未満いる

B以下の場合，取
組の検討・改善を
する。

７月，12月
に児童対象
に調査

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員・児
童・保護者
対象に調査

⑦
特別支援教育校内委
員会の機能化★

生徒
指導部

個別に支援を必要としている
児童割合が高い。

【努力指標】
児童理解の会や学年会，
終礼等で，児童の実態把
握や問題の早期対応に努
めている。また，必要に
応じて外部機関とも連携
している。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員対象
に調査

⑥

児童が主体的に活動
できる場を設定する
と共に，集団の中で
協力する心や他を思
いやる心を育てる

特別
活動部

なかよしグループ活動には，
楽しく参加しているが，協力
し合ったり，助け合ったりす
る関係が十分にできていると
は言えない。

【努力指標】
なかよしグループ活動に
自分から進んで活動に参
加し，楽しむことができ
る。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

「進んで体を動かしていますか」に対し
て，AもしくはBと答えた児童が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：７０％以上いる
Ｃ：５０％以上いる
Ｄ：５０％未満いる

A＋Bが70%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員・児
童対象に調
査

②

避難訓練実施を含
め，危険予測能力，
事故回避能力などを
育成する

保健
安全

指導部

校内の廊下や登下校時の歩き
方，災害発生時の避難の仕方
についても不安が見られる。

【成果指標】
安全に廊下や道路を歩く
ことができる。また，非
常時において避難の仕方
を覚え，真剣に訓練に取
り組むことができる。

「廊下や道路を安全に歩いていますか」に対して，A
もしくはBと答えた児童・「子どもは道路を安全に歩
いているか」に対してAもしくはBと答えた保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８０％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

児童保護者評価と
もにA＋Bが80%未
満の場合，取組の
検討・改善をす
る。

①

「体力アップ１校１プ
ラン」をもとに，全校
で体力アップを図る
「スポチャレいしか
わ」の積極的な参加

特別
活動部

休憩時間に体を動かしている
児童は多いが，運動能力調査
の結果に反映されるまでには
至っていない。また，運動を
好まない児童もいる。

【成果指標】
マラソンやなわとびチャ
レンジカード等に意欲的
に取り組み，体力・運動
能力の向上が見られる。

７月，12月
に児童・保
護者対象に
調査

４
　
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

①

学校ＣＮと連携し，
教科や活動のねらい
に沿った外部人材の
活用を進めること
で，効果的に学習を
行う

教務部

学校ＣＮと連携し外部人材の
活用し効果的に学習を行こと
を継続していく。

【努力指標】
学校ＣＮと連携し，教科
や活動のねらいに沿った
外部人材の活用を進め
る。

Ａ：よくできた
Ｂ：おおむねできた
Ｃ：どちらかといえばできない
Ｄ：できない

A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員に調
査

３
　
健
康
・
安
全
教
育
の
推
進

Ｃ以下の場合，取
組の検討・改善を
する。

７月，12月
に教員・保
護者対象に
調査②

各種便りやホーム
ページ等での情報発
信の充実

情報
担当

様子や取組を更新している学
年と更新していない学年の差
が大きい。

【成果指標】
定期的にホームページを
更新する。

Ａ：毎週更新している
Ｂ：隔週で更新している
Ｃ：月1回で更新している
Ｄ：一月以上更新していない



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員に調
査

５
　
教
職
員
の
人
材
育
成

①
学校運営の参画意識
を高める

管理職

昨年度までは，一人に業務が
集中することもあったが，今
年度より，業務を細分化し，
できるだけ一人一役となるよ
う担当を割り振り自覚をもっ
て公務を遂行を心がけられる
ようにする。

【努力指標】
自分の担当に見通しをも
ち，提案・運営を積極的
に行う。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

４
　
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り

③
保護者への「報・
連・相」

管理職

学校生活で気になることや児
童同士でのトラブルなどを保
護者へ丁寧に連絡している。
気になることは必ず保護者へ
連絡することを継続する。

【努力指標】
児童の気になることに対
して保護者への電話，面
談，訪問など速やかな対
応を行っている。

A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員に調
査

②
研修の充実
若手主体で取り組む
若プロ

教務部

教員としての力量を高めたい
気持ちはあるが，若プロ研修
の設定の場が少ない。

【努力指標】
主体的に研修会に参加
し，月に１度は相互授業
参観を行い意見交流をす
る。

Ａ：よくできた
Ｂ：おおむねできた
Ｃ：どちらかといえばできない
Ｄ：できない

A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員に調
査

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をする。

７月，12月
に教員に調
査

６
　
教
職
員
の
多

忙
化
改
善

①

教職員が担うべき業
務に専念できる環境
を確保
教材研究や学年会の
時間を確保

管理職

超過勤務はやむをえないとい
う意識から，ワークライフバ
ランスや適正な勤務時間のさ
らなる意識向上が必要であ
る。

【努力指標】
週３回以上１９時３０分
までに退校している。


